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紀
会
長
は
、
あ
い
さ
つ
の

中
で
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
は
２
年
ご
と
の
開

催
と
な
っ
て
い
る
と
説
明
。

「
47
都
道
府
県
の
集

ま
り
で
あ
る
日
本
代

協
は
、
損
保
協
会
と

の
決
定
事
項
を
支
部

会
へ
下
ろ
し
、
各
会

員
へ
と
周
知
し
て
い

く
役
割
も
持
つ
」
と

し
て
、
日
本
代
協
、

兵
庫
代
協
の
組
織
・
役
割
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

　
第
１
部
で
、
塩
谷
副
会
長

は
ま
ず
、
兵
庫
代
協
の
加
入

状
況
を
説
明
。
「
専
業
代
理

店
が
１
１
５
６
店
あ
る
が
、

現
在
、
会
員
は
２
５
３
店

（
６
店
増
、
９
店
減
）
と
な

っ
て
い
る
。
今
年
は
組
織
率

24
％
と
し
て
お
り
、
２
７
７

店
を
目
標
に
１
店
で
も
多
く

の
代
理
店
に
加
入
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
し
て
代
協
加
入

の
促
進
を
呼
び
掛
け
た
。

　
ま
た
、
同
氏
は
「
日
本
代

協
の
事
業
計
画
と
各
代
協
の

役
割
」
と
題
し
て
、
日
本
代

協
が
作
成
し
た
〝
代
協
活
動

の
現
状
と
課
題
〟
〝
活
力
あ

る
代
理
店
制
度
研
究
会
（
平

成
22
年
度
報
告
）
〟
に
の
っ

と
り
解
説
し
た
。
日
本
代
協

の
組
織
、
定
款
、
目
的
、
さ

ら
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
し

て
い
る
の
か
、
倫
理
綱
領
や

募
集
規
範
を
含
め
て
説
明
し

た
。
特
に
活
力
あ
る
代
理
店

制
度
研
究
会
の
中
で
は
、
代

理
店
を
取
り
巻
く
外
部
的
な

　
兵
庫
代
協
（
紀
隆
晋
会
長
）
は
９
月
６
日
、
姫
路
支
部
（
笹
木
保
博
支
部
長
）
と

合
同
で
香
港
酒
家
フ
ォ
ー
ラ
ス
イ
ー
ス
ト
（
姫
路
市
東
駅
前
町
）
で
新
入
会
員
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
第
１
部
の
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
は
塩
谷
広
志
副
会
長
（
組
織
委
員
会
担
当
）
と
永
戸
潤
副
会
長
（
教
員

委
員
会
担
当
）
が
そ
れ
ぞ
れ
日
本
代
協
と
兵
庫
代
協
の
説
明
を
行
い
、
第
２
部
で
は

心
と
癒
し
の
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
ル
ー
ム
紬
（
つ
む
ぎ
）
主
宰
の
べ
つ

め
い
さ
ち
こ
氏
が
疲
労
回
復
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
紹
介
し
た
。
会
場
に
は
２
０
１

１
年
、
12
年
に
入
会
し
た
13
店
の
新
会
員
を
含
む
会
員
37
人
が
集
ま
っ
た
。

代
協
の
積
極
的
な
活
用
が
業
容
拡
大
に

永戸氏

紀会長

塩谷氏

兵庫代協　新入会員オリエンテーションとセミナー開く

13新会員に代協の活動と役割など解説

競
争
要
因
の
対
応
策
な
ど
を

述
べ
、
職
業
団
体
と
し
て
声

を
挙
げ
る
こ
と
の
で
き
る
唯

一
の
組
織
で
あ
る
こ
と
を
強

調
。
近
隣
代
協
と
の
関
係
で

は
、
兵
庫
、
大
阪
、
和
歌
山

の
大
阪
湾
で
つ
な
が
る
阪
神

ブ
ロ
ッ
ク
、
京
都
、
奈
良
、

滋
賀
県
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の

６
県
に
わ
た
る
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
に
も
触
れ
た
。
最
後

に
、
兵
庫
代
協
は
47
都
道
府

県
の
中
で
組
織
率
が
46
位
だ

と
述
べ
、
こ
の
現
状
を
打
開

す
る
た
め
に
も
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
ほ
し
い
と
強
調
し
た
。

　
続
い
て
永
戸
副
会
長
が

「
兵
庫
代
協
の
組
織
と
活

動
」
を
テ
ー
マ
に
、
兵
庫
代

協
の
活
動
や
活
用
方
法
に
重

点
を
置
き
解
説
し
た
。
具
体

的
活
動
に
つ
い
て
は
、
六
甲

山
へ
の
植
林
や
下
草
刈
り
な

ど
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
も
及
ん

だ
。

　
同
氏
は
、
代
協
の
位
置
付

け
を
「
学
校
の
よ
う
に
、
出

席
し
て
い
れ
ば
自
然
と
学
業

を
達
成
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

は
な
い
」
と
し
た
上
で
、

「
代
協
に
入
っ
て
も
、
何
も

し
な
け
れ
ば
何
も
起
こ
ら
な

い
。
何
を
得
る
か
は
自
身
の

行
動
に
よ
る
」
と
し
て
、
代

協
で
の
活
動
方
法
を
示
唆
し

た
。

　
仲
村
義
弘
姫
路
支
部
担
当

副
会
長
は
、
「
代
協
行
事
の

セ
ミ
ナ
ー
を
活
用
し
、
業
容

の
拡
大
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
第
２
部
の
心
と
癒
し
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
べ
つ
め
い
氏

が
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
起

こ
る
精
神
的
な
疲
労
を
マ
ッ

サ
ー
ジ
で
回
復
す
る
仕
方
に

つ
い
て
、
実
技
を
交
え
て
講

演
し
た
。


